
年末のお墓

参りの様子で

す。まさかの

積雪で少し幻

想的な景色に

なりました。

お昼までには雪も溶けましたので助かりま

した。 征阿

近所にあるうどん屋さんの「お子様セッ

ト」です。

小うどん、エビフライ１本、コロッケ半

分、唐揚げ１つ。

フライドポテト

にサラダと果物。

げんこつ半分く

らいの白米。

愚息４歳までは、うどんとポテトと胡瓜

で満足。私はその残りをつまみながら、ビ

ールを頂くのが専らの楽しみでした。

しかし近年、全部平らげてしまい私に何

もくれません。しぶしぶザルを一枚注文し

て、それを肴にしています。

成長を感じ嬉しくもあり、「ママにエビフ

ライ頂戴よ〜」と戯れてみたり。

訶梨帝母

『友引町内会通信』はパソコンやタブレッ

トでもお読みいただけます。検索は

http://www.daigoji-temple.jp/ 「友引町内

会通信」をクリックしてください。寺務局

以前私が勤務していた職場の上司は慌て

ん坊で落ち着きがない人でした。職場内を

鳥のようにウロウロしていました。顔も鴨

川に冬飛来するユリカモメを正面から見た

のにそっくりで

した。その写真

を今日用意でき

なかったことが

残念です。ある

日、事務職の採用で御婦人が面接に来訪さ

れました。上司が「ご趣味は…」との問い

に「お箏です」と答えると上司は額をポン

と一度叩き「なんとねぇ…」と困った顔を

してうつむいていました。横にいた私はす

ぐにわかりました。「お箏」を「オトコ」と

勘違いしている (汗)… 今、四条大橋を渡

っていますが既にユリカモメは一羽もいま

せん。あの時の上司もこの世の人ではなく

なっていることでしょう。 俊徳丸

1 月 15 日はウチのじいちゃん（先代住

職）の 98 回目の誕生日でした。プレゼン

トは何が良いのか迷いました。服は好みが

あるし、お小遣いは「老後のたくわえに」

と貯金してしまうでしょう。カミさんに相

談すると、彼女が

選んだのが iPad。

じいちゃんは持ち

前の集中力で立ち

向かい、今では LINE で子どもや孫たちと

話し、長文を打ち、調べものにも大いに使

いこなしています。 迷走坊
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二月に勤める涅槃会の準備をしていた時に
ね はん え

興味深い逸話に出逢いました。

興福寺の僧侶で寿広という方は音楽の才能
じゆこう

もあり、 貞 観二年（８６０年）、舞楽を取り
じようがん

入れた盛大な涅槃会を行いました。すると翌

日、尾張の熱田明神が子どもに乗り移ってお

告げになります。

「お前は元々尾張の国の者。涅槃会の立派な

儀式を行うと聞いてはるばる大和の国へやっ

てきたが、国の入口に梵天や帝釈天が護って

いて入ることができない。何とかしてその儀

式を見たいものだ」

「それでは昨日に引き続いて、今日もまた涅

槃会を行いましょう」

こうして興福寺では二日間にわたる涅槃会

を勤めることになったそうです。

日本の神様がお釈迦様のご命日に行う法要

を見たいと訪ねて来る。梵天と帝釈天はバラ

モン教の神から佛教に取り入れられて護法神

となった方々ですが、大和の国を護っている。

一見、神様や佛様がグチャグチャに入り混

じっています。"Why Japanese people?"

そこが日本民衆信仰の力の源で、神佛 習
しんぶつしゆう

合（神佛混淆）として発展したのです。
ごう しんぶつこんこう

その間に、陰陽五行説、儒教、道教なども

混ざりましたが、ジュースのように元の形が

無くなったのではなく、あく

までニース風サラダのように

それぞれの素材が判る形で存

在しています。

外国人旅行者に一番人気

なのが伏見稲荷大社。狐を

祀っているのではなく、稲

荷神という農業神を祀る神

社です。稲穂を担いだ老人

の姿で表され、狐は「お使い」です。

一方、豊川稲荷は円福山 妙 厳寺という曹
えんぷくざんみようごん じ

洞宗のお寺です。ご本尊は千手観音で、境内

に鎮守として安置した吒枳
だ き

尼真天が白狐に乗る姿で表
に しんてん

されることもあり、稲荷神

と同一視されて豊川稲荷と

呼ばれるようになったとか。

元々はヒンドゥー教或いはベンガル地方の土

着信仰から佛教に取り入れられたようです。

豊川稲荷の信者の一人がかの大岡越前守。

江戸の自邸の一角に江戸参詣所として祀った

のが後に東京別院として賑わっています。

もっと特徴的なのが七福神です。日本古来

の唯一の福の神は恵比寿天だけです。大黒天、

毘沙門天、弁才天はインド出身の神様で、佛

教に取り入れられた方々。寿老人と福禄寿は

中国の道教の神様。布袋は中国の唐の時代に

実在した禅宗のお坊さんです。

それぞれ専門性があってご利益が違います

から、よく調べてお参りください。

中には、これらの神々のお力を全部いただ

こうと、「七福神巡り」をされる方がいます。

ご利益独り占めとは言いません。祈ります。

"May the Force be witu you"（フォースがとも

にあらんことを！）。

迷走坊
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日本の結婚式 

 迷走坊さんが以前、「性同一性障害(性別違和)

の方たちが結婚式を挙げることができる場所

がなかなか無く、お寺で『佛前結婚式』をして

あげたらどうでしょうか？」と提案されました。

京都市内ですでに実践されているお寺が存在

しニュースで見たことがあります。場所柄、海

外からのカップルがほとんどのようでした。私

のお寺でしたら、マリア観音さまの御前で御誓

いをすることができればすてきだろうなと空

想したりしています。いずれ式次第や演出など

出来上がる日が来ると思います。 

 

 以前はホテルや結婚式場で「佛前結婚式」を

することは不可能でした。お線香などを焚くの

で特定の臭いが室内についてしまうからです。

ホテルは特にそれを嫌います。そもそも「佛前

結婚式」はお寺でいつごろからされていたので

しょうか。正直に言うと神前結婚式(神社)のコ

ピーであるところが多いと思います。では神前

結婚式を日本で初めて行ったのは誰でしょう

か。これが案外新しく「明治天皇」です。明治

維新以降、早急に西洋諸国に追いつかなければ

ならないという気運が強いなか、京都から東京

にお移りになられた天皇は自らの結婚の儀に

際して「西洋式」を取り入れられました。コピ

ーとは言いませんがキリスト教を意識された

ものであったことは想像できます。なぜならば、

日本の結婚式には「宗教」が関わることはほと

んどなかったからです。時代劇でのそのシーン

を思い出してください。武士も町人も式は自宅

らしき所でとりおこない、新郎新婦の目上の人

が二人の間に存在します。その方が「確かに二

人は夫婦になりました」と確認し宣言するだけ

の結婚式が静かに厳かにおこなわれます。そこ

に神佛の存在はありません。もう一つ特筆すべ

きは、「夜」おこなわれていることです。時代

劇ではいつも蝋燭が灯されています。おひなさ

ま飾りにも雪洞が存在します。「弔いは午前中、

結婚は夜」と言うのがアジア圏に多くみられる

習慣のようです。 

 明治天皇の結婚式で、おひなさま飾りの男女

の位置が東西で分かれてしまいました。御自ら

の式に西洋式を取り入れられたので男女の立

ち位置も写真左(東日本)のようになりました。

写真右(西日本)が日本古来の位置です。関西の

人々は東京へ行ってしまわれた天皇がもう少

ししたら還ってくると信じ雛飾りをそのまま

にしたそうです。西洋式ですと内裏様の太刀が

お雛様に触れてしまう可能性がありますから。

ウチは岐阜で真ん中ですので、一年ごとに右左

入れ替わってもらっております。俊徳丸 



記
念
す
べ
き
？
『
こ
も
り
う
た

』
で
我
が
身

に
起
き
た
「
Ｘ
デ
ィ
」
を
記
す
と
は
、
こ
れ
も
ま

た
異
な
ご
縁
。
十
九
歳
の
愛
猫
が
一
月
末
に
旅
立

ち
ま
し
た
。
十
九
歳
と
は
人
間
な
ら
ば
九
十
二
歳

に
相
当
す
る
そ
う
な
の
で
、
誠
に
あ
っ
ぱ
れ
大
往

生
で
す
。

彼
の
生
涯
は
飼
い
主
か
ら
申
せ
ば
幸
せ
な
一
生

で
し
た
。
私
が
お
寺
に
来
て
間
も
な
く
の
頃
、
亡

き
師
匠
が
境
内
を
ヨ
ロ
ヨ
ロ
歩
く
子
猫
を
発
見
。

当
時
、
犬
と
ウ
サ
ギ
を
飼
育
し
て
い
た
為
、
「
あ

な
た
は
お
家
に
は
入
れ
て
あ
げ
ら
れ
な
い
の
よ
」

と
玄
関
先
に
ミ
ル
ク
や
鰹
節
を
置
く
日
々
が
暫
く
。

し
か
し
彼
は
持
ち
前
の
容
姿
端
麗
っ
ぷ
り
を
フ
ル

に
活
か
し
師
匠
を
籠
絡
。
ま
ん
ま
と
家
に
入
り
込

む
事
に
。
そ
の
後
私
を
も
懐
柔
。
初
め
、
箱
入
り

娘
わ
が
ま
ま
三
昧
に
育
っ
た
犬
に
数
回
追
い
か
け

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
「
反
撃
！
一
発
の
猫
パ
ン

チ
」
で
地
位
が
逆
転
。
数
日
で
我
が
家
の
ヒ
エ
ラ

ル
キ
ー
の
頂
点
に
登
り
詰
め
ま
し
た
。
私
は
当
時
、

買
い
物
に
行
く
と
猫
餌
、
猫
砂
、
犬
餌
、
ウ
サ
ギ

餌
等
、
数

の
袋
詰
め
を
抱
え
、
彼
ら
の
下
女
の

様
に
働
い
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
猫
は
♀
と
し
て
育
て
ら
れ
、
九
年
目

の
或
る
日
尿
道
結
石
で
入
院
。
そ
こ
で
♂
と
発
覚

（
こ
の
事
件
は
『
こ
も
り
う
た

』
に
）
。
そ
れ

以
降
は
病
気
も
せ
ず
穏
や
か
に
歳
を
重
ね
ま
し
た
。

一
月
後
半
、
食
欲
が
落
ち
寝
て
ば
か
り
。
み
る

み
る
う
ち
に
毛
艶
が
悪
く
な
り
、
獣
医
で
栄
養
剤

注
射
。
そ
の
甲
斐
も
な
く
素
人
目
に
も
わ
か
る
老

衰
で
し
た
。
最
期
の
三
日
間
は
夜
も
そ

ば
に
置
き
、
夢
う
つ
つ
で
見
守
っ
て
い

ま
し
た
が
最
期
の
日
、
夕
方
か
ら
親
戚

の
通
夜
に
家
族
で
出
か
け
る
事
に
。
夫

と
息
子
は
「
帰
っ
て
く
る
ま
で
待
っ
て

て
」
と
声
を
か
け
て
い
ま
し
た
が
、
私

は
「
き
っ
と
待
た
ず
に
一
人
で
逝
く
ん

だ
よ
ね
」
と
心
に
思
い
、
お
経
を
あ
げ
て
体
に
触

れ
て
家
を
出
ま
し
た
。
猫
は
死
ぬ
時
は
ど
こ
か
へ

行
っ
て
し
ま
う
と
聞
き
ま
す
。
彼
の
場
合
は
「
も

う
外
に
は
出
ら
れ
な
い
か
ら
、
皆
が
見
て
い
な
い

時
に
逝
き
ま
す
」
と
、
か
細
い
吐
息
が
言
っ
て
い

る
よ
う
で
し
た
。
帰
宅
す
る
と
案
の
定
。
も
う
す

っ
か
り
冷
た
か
っ
た
の
で
、
出
か
け
て
間
も
な
く

逝
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
五
歳
の
息
子
は

 

大
泣
き
。
お
か
げ
で
マ
マ
は
泣
け
ず
仕
舞
い
。
い

い
わ
、
明
日
一
人
に
な
っ
た
ら
泣
く
こ
と
に
す
る

か
ら
。

彼
の
十
九
年
は
、
私
の
お
寺
へ
来
て
か
ら
の
生

活
と
ほ
ぼ
リ
ン
ク
し
て
い
ま
す
。
ご
本
山
で
の
講

習
会
等
で
長
く
家
を
空
け
た
時
の
部
屋
の
荒
ら
さ

れ
具
合
（
寂
し
さ
か
ら
の
ス
ト
レ
ス
）
。
師
匠
の

葬
儀
の
数
日
間
「
借
り
て
き
た
猫
」
の
様
に
静
か

で
お
と
な
し
か
っ
た
様
子
。
庫
裏
を
建
て
替
え
た

際
、
し
ば
ら
く
以
前
の
建
物
跡
地
で
佇
ん
で
い
る

様
子
（
犬
は
人
に
付
き
猫
は
家
に
付
く
と
い
う
の

を
実
感
）
。
幼
い
息
子
に
嬲
ら
れ
て
も
ジ
ッ
と
堪

え
る
様
子
（
地
位
が
入
れ
替
わ
っ
た
の
を
認
識
す

る
賢
さ
）
。
私
の
思
い
出
の

中
に
は
必
ず
彼
が
居
ま
す
。

総
じ
て
、
賢
く
面
白
い
美

猫
で
、
十
九
年
間
の
相
棒

で
し
た
。
感
謝
、
そ
し
て

合
掌
。

※
以
前
の
庫
裏
に
あ
っ
た
井
戸
の
上
が

お
気
に
入
り
の
昼
寝
場
所
で
し
た
。

訶
梨
帝
母
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『
私
説
法
然
伝
』(

５
０)

回
心
回
天
⑤

先
月
号
で
は
法
然
上
人
が
比
叡
山
延
暦
寺
を
下

り
ら
れ
る
事
に
つ
い
て
書
き
ま
し
た
。
今
月
号
は

そ
の
続
き
に
つ
い
て
書
き
ま
す
。

【
比
叡
山
を
下
り
ら
れ
た
法
然
上
人
が
向
か
わ
れ

た
の
が
、
西
山
粟
生
の
地
で
あ
っ
た
事
は
間
違
い

に
し
や
ま

あ

お

な
い
で
あ
ろ
う
。
西
山
粟
生
と
は
西
山
浄
土
宗
総

せ
い
ざ
ん

本
山
光
明
寺
の
あ
る
地
で
あ
る
。
現
在
で
は
長
岡

京
市
と
呼
ば
れ
る
地
で
、
か
つ
て
桓
武
帝
に
よ
り

都
が
置
か
れ
た
地
が
長
岡
京
で
あ
り
、
そ
の
地
の

西
の
峰
に
粟
生
の
地
が
あ
る
。
そ
の
地
に
住
む
高

橋
茂
右
衛
門
は
か
つ
て
南
都
へ
向
か
う
法
然
上
人

に
一
夜
の
宿
を
提
供
し
た
人
物
で
あ
る
。
法
然
上

人
は
そ
の
時
に
交
わ
し
た
約
束
を
忘
れ
て
い
な
か

っ
た
。
長
い
月
日
が
経
っ
て
い
た
が
、
高
橋
茂
右

衛
門
と
再
開
し
た
法
然
上
人
は
本
願
念
佛
の
教
え

を
伝
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
法
然
上
人
が
初
め
て

本
願
念
佛
の
教
え
を
人
に
伝
え
た
瞬
間
で
あ
っ
た
。

以
来
西
山
粟
生
の
地
は
日
本
に
お
け
る
本
願
念
佛

の
根
元
の
地
と
な
り
、
後
に
正
親
町
天
皇
よ
り

綸
旨
を
賜
り
建
立
さ
れ
た
「
浄
土
門
根
元
地
」
の

り
ん
じ

石
碑
が
現
在
の
総
本
山
光
明
寺
に
今
も
残
っ
て
い

る
。
法
然
上
人
は
高
橋
茂
右
衛
門
と
再
開
し
た
後

も
西
山
粟
生
の
地
の
す
ぐ
近
く
で
数
年
間
を
過
ご

さ
れ
た
。

法
然
上
人
は
後
に
、
浄
土
の
法
門
と
遊
蓮
房

ゆ
う
れ
ん
ぼ
う

円

照

に
出
会
え
た
事
が
人
生
で
最
も
思
い
出
深

え
ん
し
よ
う

い
出
来
事
だ
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
遊
蓮
房

円
照
が
住
ん
で
い
た
庵
が
西
山
粟
生
の
地
か
ら
さ

ら
に
山
の
中
へ
入
っ
た
広
谷
の
地
に
あ
っ
た
と
い

う
。
遊
蓮
房
円
照
は
念
佛
の
聖
で
あ
っ
た
。
も
と

は
藤

原

是
憲
と
言
い
、
あ
の
信
西
入
道
の
息
子

ふ
じ
わ
ら
の
こ
れ
の
り

で
あ
る
。
平
治
の
乱
の
後
に
佐
渡
ヶ
島
ま
た
は
安

房
国
に
流
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
に
出
家
し
遊
蓮
房

円
照
を
名
乗
っ
た
。
平
治
元
年
（
一
一
五
九
年
）

二
十
一
歳
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。
時
は
流
れ
承
安

五
年
（
一
一
七
五
年
）
法
然
上
人
と
出
会
う
こ
と

に
な
っ
た
の
だ
が
、
な
ぜ
法
然
上
人
は
遊
蓮
房
円

照
を
訪
ね
た
の
た
の
だ
ろ
う
か
。
遊
蓮
房
円
照
の

妻
（
藤
原
顕
時
の
娘
）
の
甥
が
法
然
上
人
の
兄
弟

弟
子
の
信
空
で
あ
っ
た
事
か
ら
、
法
然
上
人
は
遊

蓮
房
円
照
と
い
う
念
佛
の
実
践
者
の
存
在
を
聞
い

て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
遊
蓮
房
円
照
は
ひ
た

す
ら
称
名
の
念
佛
に
励
み
「
三
昧
発
得
」
を
し
た

と
伝
え
ら
れ
る
。
法
然
上
人
は
「
回
心
」
と
い
う

確
信
を
得
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
法
然
上
人
一

人
の
内
的
な
体
験
ま
た
は
佛
教
的
な
境
地
や
確
信

で
あ
っ
た
。
自
分
の
到
っ
た
確
信
を
誰
か
に
会
い

確
か
め
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
法
然
上

人
は
遊
蓮
房
円
照
と
数
年
間
過
ご
す
。
遊
蓮
房
円

照
は
法
然
上
人
と
出
会
っ
て
数
年
で
病
を
得
て
浄

土
へ
往
生
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
時
法
然
上

人
が
臨
終
の
善
知
識
と
し
て
遊
蓮
房
円
照
の
往
生

を
見
届
け
た
。
法
然
上
人
が
生
涯
忘
れ
る
事
が
出

来
な
い
出
会
い
で
あ
っ
た
。
】

以
下
次
号
に
続
く
（
征
阿)
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平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日

こ
の
と
き
の
大
震
災
で
、
私
は
、
人
の
行
動
を

左
右
す
る
「
勇
気
」
と
「
使
命
」
と
い
う
二
つ
の

徳
目
を
、
一
つ
は
直
接
に
、
一
つ
は
テ
レ
ビ
を
通

じ
て
、
知
り
ま
し
た
。

こ

の

日
、
私
は

新
橋
演
舞

場
に
い
ま

し
た
。
午

前
の
部
、

最
後
の
演
目
は
『
御
所
五
郎
蔵
』
、
舞
台
と
花
道

ご

し
よ
の

ご

ろ

ぞ
う

で
、
後
ろ
に
大
勢
の
手
下
を
従
え
た
頭
同
士
が

か
し
ら

対
峙
し
、
軽
快
に
渡
り
台
詞
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ

た
い

じ

ぜ

り

ふ

で
し
た
。

大
地
震
が
東
日
本
を
襲
っ
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど

そ
の
時
で
す
。
舞
台
と
花
道
で
に
ら
み
合
っ
て
い

た
十
数
名
の
役
者
た
ち
は
、
な
ん
と
、
身
を
揺
ら

し
な
が
ら
、
し
っ
か
り
足
を
踏
ん
張
り
、
心
理
的

に
は
十
数
分
、
実
際
に
は
数
分
、
途
切
れ
さ
せ
る

こ
と
な
く
こ
と
ば
を
交
わ
し
続
け
た
の
で
す
。
観

客
は
身
じ
ろ
ぎ
も
し
ま
せ
ん
。
も
し
も
、
舞
台
の

役
者
が
一
目
散
に
舞
台
を
走
り
去
っ
た
な
ら
、
観

客
席
は
騒
然
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
観
客
は

役
者
が
長
年
の
鍛
錬
に
よ
っ
て
身
に
つ
け
て
い
た

度
胸
と
勇
気
に
同
化
し
て
い
た
の
で
し
た
。

交
通
機
関
が
全
く
用
を
足
さ
ず
、
演
舞
場
を
出

た
私
は
東
京
駅
ま
で
歩
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス
に
接
す
る
機
会
が
な
く
、
状
況
を
知
る

手
が
か
り
が
な
い
ま
ま
、
舗
道
を
埋
め
尽
く
す

人
々
の
流
れ
に
呑
み
込
ま
れ
て
、
た
だ
ひ
た
す
ら

歩
い
て
い
ま
し
た
。
大
勢
の
人
の
中
に
紛
れ
て
動

く
安
堵
感
も
あ
り
、
道
々
、
ビ
ル
を
見
上
げ
る
余

裕
も
あ
り
ま
し
た
。

東
京
駅
に
着
き
、
や
れ
や
れ
と
思
っ
た
頃
、
実

は
東
日
本
の
沿
岸
一
帯
で
、
大
勢
の
人
が
死
に
物

狂
い
の
一
秒
一
秒
を
生
き
て
い
た
の
で
す
。
い
ま

で
も
記
憶
に
残
る
の
は
、
宮
城
県
南
三
陸
町
の
防

災
対
策
庁
舎
で
起
こ
っ
た
で
き
ご
と
で
す
。

遠
藤
未
希
さ
ん
と
い
う
女
性
に
記
憶
が
あ
り
ま

す
か
。
防
災
無
線
で
、
町
民
に
「
早
く
、
早
く
高

台
に
逃
げ
て
く
だ
さ
い
」
と
懸
命
に
呼
び
か
け
続

け
、
そ
の
後
、
行
方
不
明
に
な
っ
た
、
南
三
陸
町

の
職
員
で
す
。
は
じ
め

メ
ー
ト
ル
と
知
ら
さ
れ

6

た
津
波
の
大
き
さ
は
、
じ
き
に

メ
ー
ト
ル
に
訂

10

正
さ
れ
、
結
局
は

メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
波
が
襲

15

っ
た
の
で
し
た
。
屋
上
に
追
い
や
ら
れ
た

人
近

50

く
の
う
ち
、
あ
の
濁
流
の
中
、
塔
屋
に
登
る
な
ど

し
て
、
か
ろ
う
じ
て
生
き
延
び
た
人
が
十
人
い
た

と
聞
き
、
よ
く
頑
張
れ
た
と
、
驚
嘆
す
る
ば
か
り

で
す
。

鉄
柱
の
回
り
で
、
数
人
の
男
子
職
員
が
女
子
職

員
を
護
っ
て
円
陣
を
組
む
映
像
が
テ
レ
ビ
で
流
れ

ま
し
た
が
、
津
波
は
こ
の
人
た
ち
の
頭
を
軽
々
と

超
え
ま
し
た
。
こ

の
中
に
未
希
さ
ん

が
い
た
か
、
あ
る

い
は
屋
上
へ
逃
れ

る
途
中
で
す
で
に

犠
牲
に
な
っ
て
い

た
か
、
わ
か
り
ま

せ
ん
。
一
ヶ
月
半

ほ
ど
後
の

月
4

23

日
、
近
く
の
島
の

陰
で
遺
体
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
文
字
通
り
、
生

命
を
賭
し
た
未
希
さ
ん
の
使
命
感
は
、
そ
の
後
、

「
天
使
の
声
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
文
章
化
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

（
散
歩
道
）

Vol.229 2019.03.01発行



観
経
物
語(

１
２
７)

得
益
分
（
と
く
や
く
ぶ
ん
）

《
本
文
》

是
の
語
を
説
く
時
、
韋
提
希
と
五
百
（
人
）
の

侍
女
は
、
佛
の
説
く
所
を
聞
き
、
時
に
応
じ
て
即

ち
極
楽
世
界
の
広

長

の
相
を
見
、
佛
身
及
び
二

こ
う
ぢ
よ
う

菩
薩
を
見
る
を
得
て
、
心
に
歓
喜
を
生
じ
、
未
曾
有

み

ぞ

う

な
り
と
嘆
じ
、
廓
然
と
し
て
大
悟
し
、
無

生

忍

か
く
ね
ん

た
い

ご

む

し
よ
う
に
ん

を
得
た
り
。
五
百
人
の
侍
女
は
、
阿
耨
多
羅
三

あ

の
く

た

ら

さ
ん

藐

三
菩
提
の
心
を
発
こ
し
、
彼
の
国
に
生
ま
れ

み
や
く
さ
ん

ぼ

だ
い

ん
こ
と
を
願
え
り
。
世
尊
は
「
皆
、
当
に
往
生
す

ま
さ

べ
し
。
彼
の
国
に
生
ま
れ
巳
わ
ら
ば
、
諸
佛
現
前

お

の
三
昧
を
得
ん
」
と
記
す
。
無
量
の
諸
天
も
、

ざ
ん
ま
い

無
上
道
の
心
を
発
こ
せ
り
。

《
意
味
・
訳
文
》

（
釈
尊
が
）
こ
の
よ
う
に
語
ら
れ
た
時
、
韋
提

希
夫
人
と
五
百
人
の
侍
女
た
ち
は
、
佛
の
説
か
れ

た
内
容
を
理
解
す
る
と
同
時
に
、
す
ぐ
さ
ま
極
楽

世
界
の
広
大
な
光
景
を
目
に
し
、
阿
弥
陀
佛
の
姿

と
観
世
音
と
大
勢
至
の
二
菩
薩
を
見
る
こ
と
が
で

き
、
心
に
歓
喜
が
生
じ
「
こ
の
よ
う
な
出
来
事
は
、

未
だ
曾
っ
て
あ
ら
ず
」
と
感
嘆
し
て
、
心
の
曇
り

が
一
気
に
晴
れ
て
大
悟
し
て
、
全
て
の
も
の
は
生

じ
る
こ
と
も
な
く
、
滅
す
る
こ
と
も
な
い
と
い
う
、

真
理
が
あ
ら
わ
に
な
る
境
地
に
達
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
そ
し
て
五
百
人
の
侍
女
た
ち
は
、
無
上
の

正
し
い
悟
り
を
求
め
る
心
を
お
こ
し
、
か
の
浄
土

に
生
ま
れ
た
い
と
願
っ
た
。
釈
尊
は
韋
提
希
及
び

侍
女
た
ち
に
対
し
て
「
一
同
の
者
は
、
全
て
極
楽

浄
土
に
往
生
す
る
で
あ
ろ
う
。
彼
の
国
に
生
ま
れ

た
後
に
は
、
諸
佛
を
目
の
当
た
り
に
見
る
心
境
に

到
達
し
、
浸
り
切
る
こ
と
が
で
き
よ
う
」
と
い
う

予
言
を
与
え
ら
れ
た
。
こ
れ
を
聞
い
て
い
た
無
数

の
天
上
の
神
々
も
、
無
上
の
佛
道
を
得
た
い
と
い

う
心
を
お
こ
す
の
で
あ
っ
た
。

《
私
訳
》

こ
の
部
分
を
な
ぜ
「

得
益
分

」
と
す
る
の
か

と
く
や
く
ぶ
ん

と
言
う
と
、
韋
提
希
ら
が
「
無

生

法
忍
」
す
な

む

し
よ
う
ぼ
う
に
ん

わ
ち
「
得
忍
」
し
た
こ
と
に
よ
る
利
益
と
は
何
か

と
い
う
こ
と
を
説
い
て
い
る
一
章
だ
か
ら
で
す
。

で
は
得
る
利
益
と
は
何
か
と
い
う
と
、
極
楽
に
生

ま
れ
終
わ
っ
て
諸
佛
を
目
の
当
た
り
に
見
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
れ
を
「
般
舟
三

昧
」
と
言
っ
て
、
禅
定
の
最
高
の
境
地
と
さ
れ
る

も
の
で
す
。
と
こ
ろ
で
韋
提
希
は
序
分
の
散
善
顕

行
縁
に
お
い
て
極
楽
浄
土
を
見
て
い
る
し
、
第
七

華
座
観
の
と
こ
ろ
で
は
、
阿
弥
陀
三
尊
を
見
奉
っ

て
い
る
の
で
得
益
（
得
忍
）
は
す
で
に
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
、
こ
こ
で
ま
た
得
益
（
得
忍
）
す

る
と
は
何
か
別
の
意
味
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
？
と
い
う
疑
問
が
出
て
き
ま
す
。

《
妙
星
斎
》
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